
男女共同参
さんかく

画のすすめ

　男女共同参画とは、男だから・女だから

と性別で役割分担をするのではなく、個々

人の長所や個性など「その人らしさ」を活

かして、みんなで協力していくことです

半世紀で約13倍！

下のグラフはどんな人？ 答えは…理系女子

　理系・医療系の大学に入学する女性は、半世

紀で約13倍に増加しています。市内でも女性

の大工や技術者が活躍しています。

　しかしながら、女性研究者の割合を他の先進

国と比べると、日本はまだまだ少ないことが分

かります。市内の事業者も産休・育休制度をは

じめとした女性が働きやすい環境づくりなどを

推進し、誰でも活躍できる場とチャンスを広げ
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　本

ています。

　「男だから」

「女だから」

と諦めず、自

分の将来につ

いて考えてみ

ましょう。

「ＨＩＢＩＫＩ ＳＨＯＫＵＤＯ」 マスター
久慈高校　卒業
群馬大学　卒業
東京工業大学大学院　卒業
平成 29 年９月に同店オープン
問 ＨＩＢＩＫＩ　ＳＨＯＫＵＤＯ　☎ 52-8460
▶住所…巽町１丁目 32 番地　
▶定休日…月曜日、第一火曜日
▶営業時間…昼食 11：30 ～ 14：30
　　　　　　夕食 18：00 ～ 21：00
　※金、土曜日の夕食は 22：00 まで

青松　慶一さん
あおまつ・けいいち (巽町 33歳 )
Profile

Name

■代 表 者　代表取締役社長　十文字　保雄
■所 在 地　小久慈町第63地割16-１
■主要製品　鶏肉、鶏肉加工品
■操 業 年　昭和53年
■従業員数　473人

　業界では国内第５位の㈱十文字チキンカンパニー。久慈工場は国内最大の
工場で、一日当たりの処理羽数は９万２千羽、４月からは９万７千羽の処理
が可能となります。洋野町や八幡平市など県北地域で生産された鶏が工場に
運び込まれ、厳重な衛生チェックのもと、もも肉、むね肉のほか多数の副品
目に分けられ加工されます。加工された商品は関東地方のスーパーを中心に
輸送され販売されています。

●ポイント　�　近年久慈地域の高卒者を毎年10名以上雇用しています。新
人研修やグループでの若手社員の運動会など若手の交流が図
られるように取り組んでいます。また、女性が多い職場のた
め、産休・育休制度や労働時間を選択できるなど、女性が働
きやすい環境づくりにも力を入れています。

株式会社十文字チキンカンパニー久慈工場
誘 致 企 業 ガ イ ド

左上／処理工程の大部分は手作業で行われます　左下／一羽一
羽丁寧に加工しています　右上・右下／加工された鶏肉は袋詰
めされ、各販売元へ輸送されます

＊�市では、地域経済の活性化や雇用の場の確保のために、さまざまな業種の会社が市

内に立地してくれるように働きかけています。「誘致企業」は、この働きかけに応

じて、市内に事業所などを立地した企業のことです。

出典：文部科学省「学校基本調査報告書」

出典：総務省「科学技術研究調査結果」

６７

巽町に店舗を構える「ＨＩＢＩＫＩ　ＳＨＯＫＵＤＯ」。誰にも親しみや
すい料理とくつろげる空間を提供しています。同店の

マスターを務めるのが青松慶一さん。関東から久慈市へＵ
ターンし、実家が経営していた飲食店を改装し、平成29年
の久慈秋まつりに合わせて店をオープンさせました。

きっかけは台風10号。青松さんは関東の企業で働き続け
るか、起業するか悩んでいた時に、実家の飲食店が被

災し閉店の危機であることを聞きました。地元を活性化させ
るために、自分が何かできないかと考え、Ｕターンを決意。
女性が好む施設が少ないと感じ、奥さんとシェフを務める幼
馴染の３人でカフェを始めました。オープンから約６カ月、
オシャレでくつろげる空間に中高生から中高年まで幅広い世
代が来店しています。青松さんは「みなさんにゆっくりして
もらいたい。久慈には良い食材がたくさんあるので、それを
使った料理を提供し生産者と消費者をつなぐお店にしたいで
す」と意気込みます。
　「久慈の人はお金で割り切らず、人と人とのつながりを大
事に、思いに共感して仕事をしてくれる。これは都会で働い
ている時には少ない体験です。この町ににぎわいを創出でき
るよう、食だけでなくいろいろな形で情報を発信し町の魅力
向上に貢献していきたい。こんな働き方もあるんだよという
モデルを作りたいです」と今後の目標を語る青松さん。その
言葉は故郷久慈への熱い思いがあふれていました。

町の魅力向上に貢献したい
Ｋｅｉiｃｈｉ　Ａｏｍａｔｓｕ　 青松　慶一さん

　夏井地区でさまざまなボランティア活動をしている、
夏井中学校ボランティア委員会。地域活性化の一翼を
担っている生徒たちに活動への思いを聞きました。

■活動のきっかけは？
　ボランティア活動が楽しそうだなと思ったことが
きっかけです。委員会そのものは昔からあって、先輩
たちも町民文化祭などで活動していたようです。
■今年度の活動内容は？
　どのような活動をするか決めるために、昨年の７月
に中央公民館でＳＥＥＤからアドバイスをもらいまし
た。委員会の他にも、夏井公民館の事業で集まった生徒
たちと一緒に、意見を出し合い、海岸清掃や盆踊り大会
への出店、町民文化祭の手伝いなどを実施しました。

　　　　　（左から）

滝澤　弘平 さん（３年生）

原　英梨佳 さん（３年生）
工藤　向日葵 さん（３年生）

夏井中学校
ボランティア委員会
member

■ボランティアをしてみての感想は？
　本格的なボランティア活動は初めてだったので、とて
も緊張しました。盆踊り大会のときはタコ焼きの屋台を
出店したのですが、前日に試作したり、お客さんを呼び
込むことが大変でした。やってみるとイベントに来た人
たちが喜んでくれたので、達成感がありました。
■自分自身で変わったことは？
　今回、ボランティア活動に参加してみて、こういった
活動や地域活動に参加することへの壁がなくなりました。
自分で考えて積極的に動くことも、前よりはできるよう
になったと思います。
　高校生になっても機会を見つけて、積極的に参加し
ていきたいです。
■後輩たちに向けて
　今年度の活動は、夏井公民館や地域の皆さんの協力
によって、今までの夏井中学校のボランティア活動よ
りも多くの活動をすることができました。これを継続
し、何かを欲しいからではなく、地域のために自分か
ら積極的に活動してくれたら、とてもうれしいです。

町民文化祭で地元と協力 タコ焼き上手に焼けるかな ハンバーグプレート（ランチ限定）


